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電子納品保管管理システムの開発について（通知） 

 このことについて、現在の電子納品保管管理システムは平成１９年度に運用

を開始し、活用してきたところですが、保管データの有効活用や成果品登録方

法の見直しによる業務の効率化を図るため、新システムを開発しました。 

 つきましては、令和７年３月から新システムの運用を開始しますので、下記

のとおりお知らせします。 

記 

１ 運用開始の時期 

 ⑴ 試行運用：令和７年２月２６日（水）から 

 ⑵ 本格運用：令和７年３月１７日（月）から 

  ※ 現行システムは令和７年３月１４日１７時１５分をもって運用終了し

ます。 

２ 接続・操作方法 

  試行運用までに掲載予定の「操作マニュアル・動画」を確認してください。 

 ※ 操作マニュアル等は下記技術管理課 HP へ掲載します。 

  https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/41025b/denshinouhin01.html 

３ 説明会 

  新システムの操作説明会を、下記の日程で Web（Zoom）にて開催します。

担当職員を受講させてください。 
 ⑴ 第１回：令和７年２月２６日（水）１３時３０分から（３０分程度） 

 ⑵ 第２回：令和７年２月２７日（木）１０時から（３０分程度） 

  ※ 内容は同じです。都合のつく方で受講してください。 

    ミーティング ID：834 792 9303 パスワード：123456 
    開始時間の３０分前からミーティングに入室できるようにします。 
４ システムに関する問合せ 
  システムの操作方法等に関しては、サポート窓口を利用願います。 
  電話：06-6448-0606 メール：cals-support@nts.yamaichi-techno.jp 
  利用の際には、「福島県の電子納品システムについて」とお問い合わせくだ

さい。 
５ その他 

  各種電子納品運用ガイドライン等も改定予定です。 

 

（事務担当 技術管理課 副主査 影山 電話 024-521-7460）  

https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/41025b/denshinouhin01.html


現在の電子納品保管管理システムは平成１９年度に運用開始し活用
してきたところですが、保管データの有効活用や成果品登録方法の見
直しによる業務の効率化を図るため、新システムを開発しましたので、
３月から新システムへの運用を開始します。

〇新システムの概要
・ 成果品を電子媒体(CD-R等)で納品していたものを、受注者がオン
ラインで直接システムに登録できるようにしました。

〇移行期間
・試行運用：令和７年２月２６日(水)～令和７年３月１４日(金)
・本 運 用：令和７年３月１７日(月)～

※今年度の成果品の納品方法は、受発注者間で協議してください。

〇接続・操作方法
・ 成果品を納品する場合は、発注者から送付されるメッセージから

https://www.fukushima-nouhin.jp/へ接続し、パスワード等を設定の
上ログインし納品してください。

・ 操作マニュアルや説明動画、改定した各種電子納品運用ガイドラ
インを技術管理課ＨＰに掲載していますので、参考にしてください。

〇説明会
・ 操作説明会を、Web（Zoom）にて開催しますので、都合の付く
方に参加してください。
第１回：令和７年２月２６日（水）１３時３０分から
第２回：令和７年２月２７日（木）１０時から

※説明会の内容はどちらも同じで、３０分程度です。
※ミーティングID：834 792 9303 パスワード：123456

＜事務担当＞
福島県土木部技術管理課 技術指導担当
電 話：024-521-7460
E-mail：gijutsukanri@pref.fukushima.lg.jp

＜システムに関する問合せ先＞
㈱ヤマイチテクノ
電話：06-6448-0606
E-mail：cals-support@nts.yamaichi-techno.jp
FAX：06-6616-9865
※「福島県の電子納品システムについて」とお問
い合わせください。
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